A study of the Educational process and Library in Japan by 清水 正男
わが国教育の教育過程と図書館


















































































































































































































































































































































































































































































































































































公 立 匿l敬 具 俸 級 表
(昭和8年7月1日勅令第176号 )
級 停 奏任官待遇 奏任官待遇 判 任 官 待 遇 書 記 月 俸館 長 年 俸 司 書 年 俸 館長及司学月俸
1号俸 3,400 円 2,770 円 145 円 135-円
2号俸 3,050 2,500 135 115
3号俸 2,770 2,330 125 105
4号俸 2,500 2,150 115 95
5号俸 2,330 2,000 105 85
6号俸 2,150 1,820 95 75
7号俸 2,000 1,650 85 65
8号俸 1,820 1,470 75 60
9号俸 1,650 1,300 65 55
10号俸 1,470 1,220 55 50
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清水正男 :LYL.とよみの場 :日本読書学会 ｢読
書科学｣Vol.13､No.I.2及びibid.Vol.13､No.
3.40
71･団)研究 Vol･1､PP･569-570､大毎社説0
72_清水正男 :LY.L.とよみの場､読書科学 Vo1.
13､No,1.2及びibid.Vol.13､No.3.40
73.L.Y.L.のメンバーの中には､米国での[ヨ業務経
験者が何人かいる｡間宮も米国圏事情に詳しい｡
74.N.D.C.の標準化｡
～清水正男 :｢わが国における学校図書館発展とL.
'Y.L.｣､信大教育学部紀要 No.21.PP.1-240
75.N.C.R.の標準化｡
清水正男 :｢わが国における学校図書館の発展退
避の研究 (とくにN.C.R.成立の過程を中心に)｣､
信大教育学部紀要No.22.PP.1-220
76.N.S.H. 清水正男 :｢わが国における学校図書
館の発展過程の研究(3大toolとくにN.S.H.成立
を中Lhとして)｣､信大教育学部紀要 No.23.PP.
1-180
77.伊藤新一 :[習研究 Vo1.30
78.清水正男 :｢わが国における学校図書館の発展過
_程 (とくに明木小から山形小の試行を経て)｣､ 日
本図書館学会年報 Vo1.16､ PP.42-440
79,小学校 (国定教科書)の国語読本巻9第十七課､
｢図書館｣が新設されたO
｢団研究｣Vol.10に掲載されている｡
80.山口県､重積師範学校で開講｡
81.JohnDeweyの場合､パーカーの新教育実践活
動をうけそれに対する理論的うらづけを与えて集大
成をした｡シカゴ大学の附属小学校経営はかくして
-52-
可能となった｡
82.Mr.P.0.Keeneyへの書簡は､1946年11月3
日に送られている｡間宮は彼の疎開先である北海道
浦幌町より発信Oその中でわが国の図書館の発展に
ついて述べ､具体的援助を要請している｡また文中
にN.D.C.､N.C.R.､N.S.H.などの標準化に努
力したことをも述べている｡
83.Mr.Edwin G.McTaggart,Prefectuali
& E Oficer,431GrandHotel,Sopporoに
対しての1947年12月22目付召筒｡
間宮は数回 McTaggartと対談しているが､GH
Qの初代浦幌駐在成人教育指導者として間宮がよく
知り合っている氏との話の中でとくに要請されたの
で､ ｢主としてEB的立場よりみたる国民全体教育案｣
を友人の協力を得て英訳し､McTaggartの参考に
供すとして､GHQに提出したわけである｡受取っ
たMcTaggartは､日本の盟の姿が推測できたと喜
んでくれたと間宮は言っている｡
書簡内容は1938(昭13)年6月12日付の "whole
Educationalsystem ofthenationestablish-
eduponthelibraryasitsfoundation"で
あった｡
84.Mr.Burnette:間宮不二雄のマッカーサー元師
への書簡にも,I-ネット氏の名が見えるo戦後のわ
が国図書館界に大きな影響を与えている｡
85.Macartbur元師､GeneralDouglasMacar-
thur,SupremeCommanderfortIleAllied
Powers.に対しての書簡は1949年11月1日付で見
られる｡
Mr.Edwin G.McTaggart,Mrs.Vining,
Burnete,Keeney,Brown等の名が出ている｡
85.新制大学教授指導者講習会 :通称 Ⅰ.F.E.L.
昭和24年1月から3月末まで毎日｡午前が教職科目､
午後ライブラリアソグループは図書館学を専攻 (グ
ループ+会名)｡ 米側専任講師として図書館学は､
バーネットとフェアウェザーなど｡
87.Mr.Burnete 講習会専任講師､図書館学｡
88.Miss.Faiweather専任講師､図書館学｡
